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審査要旨 
 本論文は、砂井紫里氏が、約 10 年間にわたって積み重ねてきた研究の集大成である。食
べ物は比較的ポピュラーな題材ながら、中国東南沿海部・回族についてほとんど研究され
てこなかった。その点を詳しく調査してまとめたのが本論文の特徴となっている。 
 論文は、全部で 6 章編成となっているが、内容的に３部に分けることができる。第１部、
食べ物と食事についての文化人類学的先行研究を批判的に精査しながら、自らの理論的見
解を述べている。第２部で自身による回族のフィールド調査によって得た資料の叙述を行
なっている。第３部で、資料の分析と解釈を行い、結論に導いている。 
 理論的見解の中で、砂井氏は近年の研究が、食べ物が社会における集団間の社会関係に
おいて差異化の維持に果たす役割を指摘している点に注目している。その上で、アイデン
ティティ構築における食べ物について、先行研究の中で頻繁に見られる他者という前提の
設定、エスノセントリックな文化論、日常性からの切り離しという問題点があることを批
判し、社会的出来事としての食事の構造の記述から、再び食事の場におけるコミュニケー
ション、すなわち人、食事、時間と空間、文化的脈略に戻す作業が必要であると述べてい
る。そのための方法論として、これまで積み上げられてきた物質文化的アプローチとアイ
デンティティ構築アプローチを結合させることで、人と人との現場での伝え合う役割をも
ったコミュニケーションとしての食事に関する記述ができると考えた。 
 民族誌の記述において、砂井氏は、食事におけるコミュニケーションに注目しながら叙
述を行なってきた。この意味で、砂井氏は、特別な食事よりも日常的な食事に注目し、主
食と副食、空間的配置から、南福建回族の日常食事を記述している。 
 南福建回族の構造化された食事行動(朝食、昼食、夕食)は、主食と副食から構成され、副
食を一度に食卓に並べ、共有の食具を用いる。また、主食と副食が一つの碗の中で収まる
食事で、独特のパターンをもっているとしている。 
 さらに、ブタ食が食事行動のあらゆるランクでみられ、それは特に白ゴハンと結びつく
傾向があり、より構造化された食事で結びつく傾向が強いと指摘している。一般的言説で
は、ブタを食べる、食べないが、漢族と回族との境界と考えられてきた。実際、ブタ・タ
ブーは、イスラームの規範との関係で回族自身によって認識されている。しかし、回族の
特異な点は、ブタ・タブーに対する態度・行動が様々であることである。普通にブタ食を
実践してきたものもいれば、学習によって後にブタを食べなくなったものもいるといった
具合である。清真寺と呼ばれるモスクで、他の地域の回族も含めての交流、共食が行なわ
れているが、回族としての結束をはかるというより、そこでお互いの違いを確認し、それ
を通した自らのアイデンティティを確認する場となっているという。 
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結論として、タブーによる民族の差異化と集合的アイデンティティ構築を述べながら、
一緒に食事をする共食が仲間意識を強めるのとは反対の作用をもたらす、すなわち、お互
いの違いを認識する場となっている点を強調している。この新しい見解は今後更なる検証
が必要であるが、説得性を持つ議論となっている。 
 審査委員の間から、問題点として次のような指摘があった。理論的な問題として、１）
構造化された食事と構造化されていない食事について、もう少し論理的な説明が必要であ
る。２）内容が、コミュニケーションではなく、ディスコミュニケーションに焦点をあて
ていることから、ディスコミュニケーションについて、理論的に精緻化する必要がある。
資料の点で、１）調査地として特に福建省東南沿海部の回族を選んだ理由について説明が
必要である。２）中国回族の全体像について、数値データを含めて説明しておく必要があ
る。３）ブタ・タブーをユダヤとの関連で調べてゆく必要がある。４）コミュニケーショ
ンを主題にする研究にもかかわらず、まだコミュニケーションそのもののフィールドデー
タが少ない。最後に技術的な点で、１）引用の仕方に雑な点が見られる。２）統計的な手
法を使う必要がある。３）日本語の表現力を磨く必要がある。 
 これに対して、砂井氏から、ディスコミュニケーションの理論化がこれからの課題であ
ること、ブタ食を行なうものも含めて、様々な回族が交流する場としてこのフィールドに
着目したこと、統計的なデータをとるため、調査サンプル数を多くすることが今後の課題
であること、文章を精密にし、文章力を高めるために今後一層努力するとの返答を得た。 
 理論、資料の点も含めて上述の問題は指摘されるが、一般に共食といえば、お互いに仲
間意識を高め、一体感を高めると信じられてきた点を修正することを提唱し、むしろそれ
がお互いの違いを認識させて、自らのアイデンティティを高める働きをしているという点
が、いままでにない独特のものとして今後学会へのインパクトのある論文として評価され
る。よって、審査委員会は、全員一致して本論文は博士学位論文として適切であると判断
した。 
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